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謹んでご冥福をお祈り申しあげます

安福 鴻之助さん

平成27年11月6日逝去　享年76歳

【ロータリー暦】
1978年7月1日入会　在籍37年4ヵ月
1981〜1982年　副幹事
1985〜1986年　理　事　次世代奉仕委員長
1990〜1991年　幹　事
2002〜2003年　理　事　新世代奉仕委員長
2003〜2004年　役　員　次期会長
2004〜2005年　会　長
2005〜2006年　理　事
　　　　　　　 第2740地区第5グループガバナー補佐	

【ご寄付歴】
ロータリー財団	 1981年〜	 4,100ドル
（公）ロータリー米山記念奨学会	 2004年4月〜	 300,000円
佐世保RC国際交流基金	 1989年〜	 96,250円 2014年12月13日　忘年家族会にて

2014年9月10日　観月例会にて



◯ゲスト
　佐世保市観光物産振興局	 岡　　悦子 様

	 幹事　芹野　隆英
１．第2740地区　地区大会事務局
　駐車場のご案内
　　唐津市民会館には駐車できません。
　　�大志小学校グラウンド・唐津市役所職員
駐車場が指定駐車場です。

２．佐世保北RC	 幹事　森　　豊さん
　事務局移転のお知らせ
　�　平成27年11月1日より
　　新住所：佐世保市上京町6番21号
　　　　　　上京ビル4階
　　※�電話・FAX・メールアドレスは変更あ

りません。

３．第2740地区ガバナー事務所
　2740地区ホームページ更新のお知らせ
　ホームページアドレス http://www.d2740.org/

ロータリー情報・文献記録委員会
	 委員長　橘髙　克和
　本日、新会員研修会を16:00
より、懇親会を18:30より、レ
オプラザホテル佐世保にて開催
いたします。
　講師を福田金治、長島　正
両パスト会長、米倉洋一郎さんにお願いし
ております。
　研修会出席者16名、懇親会出席者52名と
なっております。

	 会長　田中丸善弥
　皆さん今日は。まず、11月6
日㈮、当クラブの安福鴻之助
さんがご逝去され、葬儀が執
り行われました。先般より入
院治療に専念されておられる
とお聞きし、つい先日の9月9日には例会に
もお出でになられご自身の誕生日にと出席
されました。ニコニコには「会員の皆さん
からの激励に感謝します」と頂きました。
早くのご快癒を願う気持ちをお伝えしたば
かりでした。
　安福さんは、昭和53年にご入会、平成2年
松尾恒

つねし

司会長の時、幹事を務められ、この年
（平成3年）創立40周年を挙行。それから5年
後にはガバナー補佐。ロータリー100周年に
当たる、平成16年度には会長を務め、役員
交代式を雲仙観光ホテルで開催され、基本
を大切にされたロータリー活動を実行され
ました。
　この度は、大変残念でさびしいお別れに
なりました。会員の皆さまとともに心より
ご冥福をお祈りいたしたいと思います。葬
儀にあたり、何かとお世話をいただきまし
た会員の皆様には厚く御礼申しあげます。
　周りを見ますと次第に冬の足音が近づい
てきました。立冬（11月8日）も過ぎ、暦の上
では冬到来です。そろそろ、木枯らしや初
霜などのたよりが聞こえ、朝晩の気温も低
くなり、冬の気配が見え隠れするようで
す。皆様も十二分にお身体ご自愛ください
ますようお祈り申しあげます。

◯ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」
◯卓話者
　佐世保市観光物産振興局
	 局長　森永　博昭 様
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委員会報告

会 長 挨 拶

例 会 記 録

幹 事 報 告



『佐世保市観光の現状と
　　　　クルーズ船誘致』

　佐世保市観光物産振興局
　　　局長　森永　博昭 様

　長崎県内で一番の観光都市
は、佐世保です。
　全国の市町村の観光統計は、それぞれ統
計のとり方はまちまちですが、都道府県の
統計は、国の統一した基準にもとづき作成
されています。
　ハウステンボスが再生され、それが市内
の他の観光地へ波及して多くのお客様を集
めており、平成24年に長崎市を抜き、平成
25年は714万、長崎県全体の22.8％を占めて
います。
　お客様の宿泊日数を見てみますと、1泊の
お客様が減って、2泊、3泊と佐世保市に滞
在されるお客様が増加しています。最近
は、佐世保市内のホテルは、満室で予約が
取りにくい状況が続いています。「局長、ホ
テルがとれないのよ。どうにかならな
い？」とのお電話を受けることが増えてお
りますが、どうにもなりませんので、お友
だちが佐世保に来られる時には、早めに予
約をして頂くようお伝えください。
　このように観光客数、そして、より多く
のお金を使って頂く宿泊のお客様の増加に
伴いまして、観光消費額も大幅に伸びまし
て、平成25年は、長崎市を抜いて、約1
千億円、県全体の30.9％を占めるようにな
っています。
　このように、佐世保市は統計的には、長
崎県No.1の観光地となっています。

　今後、日本全体の人口は、これから減っ
ていくことが予想されています。また、若
者の旅行離れ、特に若い男性が旅行をしな
くなってきています。そして、旅をするの
は準備を含め面倒くさい、うちでゲームを

やっていた方がいいという若者が増加して
います。一方女性は、若い方から高齢者の
方々まで元気に旅行して頂いております。
　また、その旅行の形は、昔の職場などの
団体旅行から個人旅行へ、そして、見るだ
けではなく、目的を持った能動的な観光へ
変わりつつあります。
　一方、佐世保市の観光の課題としては、
様々あります。
　1．西海国立公園「九十九島」の知名度向上
　2．合併地域等の周辺地域への観光周遊促進
　3.「�黒島天主堂」世界遺産登録に向けた

対応
　4．外国人観光客誘致の推進
　5．時代を見据えた新たな観光魅力の開発
　などなどです。

　九十九島と読めない日本人が大半です。
よく「つくも島ですか？」と言われます。
名前も知らない所へ、誰が行ってみたいと
思うでしょうか？まず、九十九島を知って
頂くことが不可欠です。
　全国を対象としたアンケート結果を分析
してみますと、認知度も、興味度も高いも
の、ハウステンボスと佐世保バーガーが入
っています。また、知らないが興味がある
もの、九十九島が最上位に位置していま
す。いわゆるお宝的な観光資源と言え、PR
によっては大化けする可能性を持っている
と考えています。
　西海国立公園「九十九島」は、2015年に
国立公園指定60周年を迎えました。
　そして、九十九島パールシーリゾート
に、新海賊遊覧船「みらい」がデビューし
ました。
　九十九島の全国的な知名度向上に、平成
27年度から3年間、重点的に取り組んでい
くことにしています。

　国内の人口が減少し、国内観光客の大幅
な増加が見込めないなか、将来を睨んだ外
国人観光客の誘致が重要になっています。
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卓　　話
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（今週の担当：吉田　英樹）
（カメラ担当：河原　忠徳）

クラブ会報委員会 委 員 長　岡村　一郎　　 委　員　河原　忠徳 ・ 吉田　英樹 ・大神　吉史 
副委員長　圡井　弘志　　 　　　　田口　恵介 ・ 上野　好章

＊11〜12月  例会卓話者予定＊

11月25日	 新会員	 上野　好章さん
　	 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 佐世保支社長

12月２日	 年次総会

	 新会員	 西田　勝彦さん
	 佐世保公証役場　公証人

12月９日	 佐世保史談会　
	 	 　会長　中島　眞澄 様

12月16日	 佐世保観光大使	 内川　優依 様
（㈱十八銀行  佐世保支店勤務）

	 	 　諸国　麻椰 様
（長崎県立大学３年生）

12月23日	 祝日休会日

12月30日	 指定休会日

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

日時／11月18日㈬　17:00〜 
会場／西海学園高等学校 記念館 会議室

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／11月26日㈭　18:30（食事開始）〜20:00
会場／長崎国際大学 食堂

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。

　長崎県を訪れる外国人宿泊観光客は518千
人、そのうち佐世保市は長崎市(31.4％)に次
いで163千人をお迎えしています。
　クルーズ船のお客様は、基本的には日帰
りですので、この数値には含まれていませ
んが、中国発着のクルーズ船によるお客様
が増加しています。
　しかしながら、クルーズ船による佐世保
市における経済効果は、今のところバス会
社を除いて多くはありませんが、今後中国
社会が加速度的に成熟し、買物だけではな
く観光を楽しまれるお客様が増加すること
が期待されます。
　そこで、また佐世保に来たいと思って頂
けるよう、市民の皆さまとともに「おもて
なし」を行っているところです。

　次に、「海風の国」佐世保・小値賀観光圏
として、全国で6か所、平成25年4月1日 国
土交通大臣認定を頂きました。
　そこで、小値賀町と連携し、世界に通用
する「日本の顔」となるブランド観光地を
目指しています。
　観光立国の基本理念である「住んでよ
し、訪れてよし」の実践、つまり「そこに
住んでいる人が地域に誇りと愛着をもって
暮らしているならば、おのずと誰しもが訪
れたくなる、訪れた人はまた行きたくな
る」というコンセプトで、地域ならではの
価値の提供、「おもてなし」の醸成が重要で
あると考えています。
　「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」、
平成28年7月の世界遺産登録へ向けて準備を
進めています。
　「させぼ観光３しいGO！作戦」とは、く
りかえしになりますが、「佐世保の美し
い！」、「佐世保の楽しい！」、「佐世保の美
味しい！」を、市民一人ひとりに自分が推奨

する佐世保の「３しい」を持っていただ
き、自信を持って観光客の皆様に、お伝え
いただくための取り組みです。市民を挙げ
ての“おもてなし”を目指しています。
　これからも、「住んでよし、訪れてよし」
の観光地づくりを目指してまいりますの
で、ご支援、ご協力をお願いいたします。

以上


